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はじめに
これまで，「日本語教育における問題点一
（１），（Ｈ）」において，
Ｉ戦後（1950）の言語教育（その－）
Ｈ戦後（1960）の言語教育（その二）
Ｈ－１小中学校段階
Ｈ－２高等学校段階
Ⅲ最近（1970）の言語教育
Ⅲ－１小学校の「ことばに関する事項」
追補
Ⅲ－２中．高の「ことばに関する事項」
Ⅲ－３具体的な教材について
３－１小学校，３－２中・高等学校
という諸項目について，検討を加えてきたの
であるが，紙数の都合もあって，最後の「Ⅲ－
３－２」については，そのあらましを記すにと
どめざるを得なかった。ここでは，その若干の
追加補充から始めたいと思う。
いま具体的な教材を見ろと，「文法Ｉ．Ⅱ．Ⅲ」
として示されたものが，一応は「文法の学習」
にふられる諸項目により，各種教材との関連は
持っているにせよ,ある意味では「形式的独立」
を果たしすぎている観がないわけではない。そ
れは，内容的にゑて，独自の体系と法則をもつ
ものとして，独立的に，とりたてて扱うことが
正しいと判断されるものとは，まだ，なってい
ないことと，相まって，より一層不正確さを感
じさせるものとなっている。
ついで，指導要領に云う「国語の特質」であ
るが，その概念としての不明確さは，さきに指
摘したところである。具体的な教材の世界にお
ける，その在り様は，一般的にいって「説明文
教材」に見られよう。余程寛容な見方をすると
して，中一の(3)(4)，中二の(1)，中三の(2)(3)など
が該当すると言えよう。なお，中一の(1)，中二
の(3)(4)に見られる「漢語」の問題は，これを
「国語の特質」のうちの一つと見るかどうかは
複雑な問題である。また，中一の(2)(6)，中二の
(5)，中三の(1)など「文章論」に属するものも，
「国語の特質」のなかに含承うる課題ではある
が，内容が「国語の特質」を説き明かす点に主
眼点がおかれた文章になっているかどうかが問
題であるが，実際はそのようには記されていな
い。あと残りの中一の(5)(7)，中二の(2)について
は，およそ「国語の特質」とは関係のない記述
内容と言わざるをえない。
次に，指導要領についてふれた際に指摘して
おいた「語句の意味」「文の意味」「文章の意
味」の問題である。「語句の意味」については
Ｍ－３－２（追補）
さぎに，中学校はＭ社，高等学校はＴ社の教
科書を資料として，その具体的教材を一覧した
が，その基をなしている「学習指導要領」との
関連や，内包する問題点などについて，検討を
加えることをしなかった。「学習指導要領」に
ついても，とりあえず，いくつかの問題点を指
摘しておいたこととも関連して，以下に若干の
検討を加えることとする。
中学校のものについて，まず，指導要領にお
いて，言語教育の「一応の分離独立」が認めら
れていることを,特質として指摘しておいたが，
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各教材の読解に際して具現するものであるか
ら，とくに取り出して教材化することはないで
あろう。「文の意味」に関係あるものとしては，
これも各教材における読解の場に存在するもの
は別として，特出された「言葉に関する事項」
に該当すると考えられるものには，中二〔文法
Ｉ〕の(2)．〔文法の学習〕の(5)(6)などがあげら
れよう。しかし，これらは，いずれも，いわば
文法分野の課題であって，意味分野のものとは
言いがたい。「文章の意味」に該当するものと
考えられるものには，中一〔文法Ｉ〕の(2)(3)(4)
・中三〔文法Ⅲ〕の(1)．〔文法の学習〕の(2)な
どが考えられよう。これも，しかし，文章論の
分野に属するものというべく，意味という範噂
にあるものとは言いがたい内容である。
続いて，「文の成分」について関係あるもの
を検討してふる。中一〔文法ｌ〕の(5)．〔文法
の学習〕の(1)(2)(3)(4)(5)，中二〔文法Ⅱ〕の(1)．
〔文法の学習〕の(1)(2)(3)(4)，中三〔文法Ⅲ〕の(3)．
〔文法の学習〕の(1)(3)(4)(5)などと，この分野は
数多く存する。もっともこれらのうちには，い
わゆる「品詞論」に属するものも多い。これら
を除いて「構文論」にしぼって見るとぎ，とく
に「陳述」に関するもののすぐなさが目立つと
ころである。構文論の中で，もっとも重要な機
能であり，しかも簡単には理解しえない課題で
あるだけに，十分な教材準備が配慮されていな
ければならないところである。
最後に全体的な視点から一つの問題点を指摘
しておこう。「ことばに関する事項」という表
現から，予期されたことでもあるが，それは全
体としての「言語教育」という観点が，必ずし
も十分でない。中学段階でもっとも顕著な現れ
は，表題が〔文法〕〔文法の学習〕とされると
ころに見られるように，明らかに文法分野の偏
重である。長い年月にわたる旧学制の名残り
が，或は再び復活したのかもしれないし，或は
「ことばに関する事項」と言えば「文法」事項
しか頭に浮ばない固定的思考の為せるわざなの
かも知れない。しかし，小学校段階で余りに雑
然と多種多様な分野が羅列されており，しかも
なお音声教育・語彙教育の面が基本的に欠落し
ていることを，先に指摘しておいた。中学段階
において，「文法」分野が，ややまとまって大
量に示されること自体，やや体系化の不足とい
う欠点はあるものの，それ自体喜ばしいことで
あろう。しかし，そのことをもって，依然とし
て音声教育や文字教育，語彙教育の分野の欠除
をゆるすわけにはゆかないであろう。簡略にこ
れらの分野で，中学段階に必要な内容を述べる
ことにする。「音声教育」では，まず自分自身
のもつ音声器管の機能の自覚認識に始まって，
発声・調音の運動が自覚的に行なえるようにな
ることが大切である。正しい発音．美しい発音
が口写しに習得される小学校段階を経て，中学
段階ではその自覚認識が必要である。ついで，
私たちの言語に存する，さまざまな音の性質
（たとえば，短音・長音，直音・勧音，清音・
油音，破裂音・摩擦音・鼻音，等）を，調音部
位の運動機能の自覚とともに認識しなければな
らない。さらに，進んでは，アクセントやイン
トネーション，間のとり方，などを習得し認識
しなければならないであろう。「文字教育」に
あっては，漢字の構成法（六書），漢字・平仮
名・片仮名のそれぞれの使用法（語彙教育とも
密接な関連あるものとして），ローマ字の学習
などが必要であり，さらに，これらの文字がそ
れぞれにどのような性質（表音・表意，単音・
音節など）をもつ屯のかについての認識を身に
つげなければならないであろう。その上で，日
本語としての「正書法」のあらましを理解し，
身につける必要があるであろう。「語彙教育」
については，小学校段階ですでに述べたところ
であり，ここではとくに附加しない。
ついで，高等学校のものに移ろう。さきに，
指導要領にふれた際に，三つの問題点を述べて
おいた。そのうち，「文語文法」と「漢文の訓
読」について指摘した問題点は，これらが，と
いこ「古典」の分野であり，別個の教材が用意
されているところでもあるので，いまはとくに
とりあげない。「言語の役割，国語の変遷，国
語の特質」についてふれたところは，とりあえ
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ず，ここで検討しておきたい。これらに関する
教材が極めて少<，「現代国語」の教科書は，
いずれも，これが「国語の教科書か」と思わざ
るをえない状態である。雑多な分野の知識内容
が配列され，まさに「日本語」で書かれてある
が故に「国語教材」であるとしか言いようがな
い。日本語についての正しく豊かな認識は，日
本文学の理解・鑑賞という内容に比して，余り
にも少いことに驚かざるをえないのである。さ
きに指摘した問題点についての記述は，ここで
は，すべて肩すかしをくった恰好であり，指導
要領に記された文言も，すべてが泡沫と化して
いる状況である。この点の補充強化というより
一からの出発こそが，高等学校教育における言
語教育の最大の課題であろう。
平仮名を読承，また，書くこと。
片仮名の大体を読永，また，書くとともに，
片仮名で書く語に注意すること。
ウ
目
㈱別表の学年別漢字配当表の第１学年に配当され
ている漢字のうち，７０字ぐらいの漢字を読糸，
その大体を書くこと。
⑰文の中で漢字を適切に使うこと。
㈲ 長音，抑音，促音，擬音などの表記ができ。ま
た，助詞の「は」，「へ」及び「を」を文の中
で正しく使うようにすること。
ク読点の打ち方に注意し,また,句点を打つこと。
ケかぎ（「」）の使い方に注意すること。
口表現したり理解したりするために必要な語句に
関心をもつこと。
⑦一つ一つの語句の意味や使い方について関心を
しつようにすること。
(ｼ）読承方や意味の不明な文字や語句に注意するこ
と。
(ｽ）文の中における主語と述語との照応に注意して
読永，また，書くこと。
Ⅳ今後（1680年代）の言語教育
1977年に，小学校と中学校の学習指導要領が
改訂され，ついで翌1978年に高等学校のそれが
改訂されて，戦後第５回目の学習指導要領の改
訂がおわり，1980年小学校，1981年中学校，
1982年高等学校と，逐次実施段階に入ることに
なる。まず，今回の改訂について，その目標と
内容の特質を見てゑたいと思う。
⑥敬体の文章になじむこと。
⑦丁寧な言葉と普通の言葉のあることに注意して
話すようにすること。
(2)文字に関する指導のうち，書写については，次の
事項を指導する。
ア文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書く
こと。
イ点画に注意して，文字を正しく書くこと。
＜第２学年・言語事項＞
(1)－略一（第一学年におなじ。以下同様）
ア発音に注意して，はっきりと話すこと。
①はっきりした発音をするために，姿勢，ロ形な
どに注意すること。
（ｳ）片仮名を読承，また,書くとともに,文や文章の
中での片仮名の適切な使い方を理解すること。
Ⅳ－１小学校段階について
総目標と,各学年ごとに示された「言語事項」
を次に示すことにする。
目標国語を正確に理解し表現する能力を養
うとともに,国語に対する関心を深め，
言語感覚を養い，国語を尊重する態度
を育てる。
＜第一学年・言語事項＞
(1)国語による表現力及び理解力の基礎を養うため，
Ａ及びＢの指導を通して，次の言語に関する事項
について指導する。
ア幼児音を使わないで，はっきりした発音で話す
こと。
①はっきりした発音をするために，姿勢，ロ形な
どに注意すること。
㈲学年別漢字配当表の第１学年及び第２学年に配
当されている漢字のうち，220字ぐらいの漢字
を読玖，その大体を書くこと･
オ学習した漢字を文や文章の中で進んで使うよう
にすること。
⑰助詞の「は」「へ」及び「を」を文の中で正し
く使い，その他の仮名遣いにも注意すること。
㈹読点の打ち方に注意し，また，句点を正しく打
ちながら，文章を書くこと｡
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(ｸ）かぎ（「」）の使い方を理解し，文章の中で
適切に使うこと。
㈹表現したり理解したりするために必要な文字や
気付くこと。
⑥文の中における主語と述語との関係及び修飾と
被修飾との関係をはっきりさせて読み，また，
書くこと。
(ｼ）文と文との接続の関係に注意して,文章を読象，
また，書くこと。
(ｽ）文や文章の中における指示語や接続語の役割と
語句を増すこと。
◎｡語句には，似たような意味を表すもの，反対の
意味又は対照的な意味を表すものなどがあるこ
とに気付くこと。
㈹文の中における主語と述語との関係及び修飾と
被修飾との関係に注意して読糸，また，書くこ
、ニヘグーンー
使い方に注意すること。
セ文章の敬体と常体との違いに注意しながら書く
こと。
ソ相手やその場の状況に応じて丁寧な言葉を使う
ようにすること。
(2)－略一
ア筆順に従って文字を正しく書くこと。
イ文字の組立方に注意して，文字の形を整えて書
くこと。
ウ毛筆を使用して，点画の長短，始筆，送筆（折
れ，曲がりなど），終筆(とめ，はね及び払い）
などの筆使いに注意しながら，文字を丁寧に書
くこと。
＜第４学年・言語事項＞
(1)－略一
㈹なまりや癖のない正しい発音で話すこと。
①目的に応じた適切な音量や速さで話すこと。
⑥学年別漢字配当表の第１学年から第４学年まで
に配当されている漢字のうち，６１０字ぐらいの
漢字を読承，その大体を書くこと。
エ学習した漢字を文章の中で正しく使うようにす
ること。
㈹送り仮名に注意して書き，また活用についての
と。￣
。(ｼ）文と文との続き方の関係を考えながら，文章を
読糸，また，書くこと。
◎働文や文章の中における指示語や接続語の役割と
使い方に気付くこと。
セ敬体の文章に慣れること。
⑰丁寧な言葉と普通の言葉の使い方の違いを理解
すること。
(2)－略一
ア文字の形に注意して，筆順に従って丁寧に書く
こと。
イ点画の接し方，交わり方,方向などに注意して，
文字を正しく書くこと。
＜第３学年・言語事項＞
(1)－略一
．ア発音のなまりや癖を直すようにして話すこと。
◎①その場の状況に応じて適切な大きさの声と速さ
を考えて話すこと。
。(分片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中で
適切に使うこと。
②学年別漢字配当表の第1学年から第３学年まで
に配当されている漢字のうち，４１０字ぐらいの
漢字を読永，その大体を書くこと･
オ学習した漢字を文章の中で正しく使うようにす
ること。
◎⑰送り仮名に注意して書き，また,活用について
気付くこと。
㈲読点の役割を理解し，文の必要な箇所に読点を
－～〆も－，グーグーーグ、字､＝やシーン、ダーー
打ちながら文章を書こぐと．
（ｸ）かぎ（「」）を適切に使うとともに，その他
の主な符号についても使い方を理解すること。
意識をもつこと。
⑰句読点を適切に打ち,また,段落の始め，会話の￣
部分itﾘﾐどの必要な箇所は行を改めて書くこと。
㈲表現したり理解したりするために必要な語句の
量を増すこと。
◎ク語句の組立を理解すること。
◎⑦表現したり理解したりするために必要な文字や
語句について，辞書を利用して調べる方法を理
解すること。
（コリ文章の中における語句の役割や係り方について
の理解を深めるとともに，類別ごとの語句のも
－－－～デーーーン、シ､、
つ特質力:分かること。
㈹表現したり理解したりするために必要な文字や
－－～～”、－－－～戸～＝一一一一
語句を増すこと。
(コリ文章の中における語句の役割や係り方を知ると
￣ヘヘ
ともに，語句には性質の上で類別があることに
゛、､へ〆、グーグー一一・－－－〆〆、－－
◎⑥文の構成について初歩的な理解をもつこと。
◎②文と文との接続の関係，文章における段落相互
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の関係を理解することによって，初歩的な文章 ②表現したり理解したりするために必要な語句に
ついて，辞書を利用して調べること。
（ｽ）文の中での語句の係り方や照応の仕方を理解し
て，いろいろな文の構成があることを理解する
こと。
㈹文と文との接続の関係や文章における段落相互
の関係に対する理解を深め，文章構成の在り方
について理解を深めること。
－－－〆、－－グーーージ、－－
（)ﾉﾘ文と文との意味のつながりを考えながら，指示
一一一一‐へ－－，～、〆、／へ〆、グヘ
語や接続語を的確に使うこと。
夕敬体と常体とを使い分けて文章を書くこと。
チ日常よく使われる敬語を正しく使うこと。
ツ必要な場合には，共通語で話すこと。
(2)－略一
ア書かれた文字の形，大きさ，配列などのよしあ
しを見分け，文字を書くときに役立てること。
イ毛筆を使用して,文字の組立方に注意しながら，
正しく整えて書くこと。
＜第６学年・言語事項＞
(1)－略一
⑦正しい発音で話すこと。
（ｲ）言葉の抑揚，強弱などに注意して話すこと。
⑥学年別漢字配当表の第1学年から第６学年まで
に配当されている漢字を含めて，’０００字ぐらい
の漢字を読承，その大体を書くこと。
目漢字仮名交じり文の形態である現代の文章の中
構成の方法を理解すること。
（ｽ）文と文との意味のつながりを考えながら，指示
語や接続語を適切に使うこと。
セ文章の敬体と常体との違いを理解すること。
ソ必要に応じて丁寧な言葉を正しく使うこと。
◎夕共通語と方言とでは違いがあることを理解し，
また，必要に応じて共通語で話すようにするこ
と。
◎チ日常使われる簡単な単語について，ローマ字で
表記されたものを読永，また，ローマ字で書く
こと。
(2)－略一
ア文字の組立方に注意して，文字の形を整えて書
くこと。
イ文字の大きさや配列に注意して読糸やすく書く
こと。
ウ毛筆を使用して，点画の接し方，交わり方，方
向などに注意しながら，文字を正しく書くこ
と。
＜第５学年・言語事項＞
(1)－略一
ア正しい発音で話すこと。
◎①言葉の抑揚，強弱などに注意して話すこと。
（ｳ）学年別漢字配当表の第１学年から第５学年まで
に配当されている漢字のうち，800字ぐらいの
漢字を読糸，その大体を書くこと。
（ｴ）文章の中において漢字が果たしている役割を理
～～￣ゲーグーグーグーーベーヂ～￣－－、￣～〆～￣～￣
解して，知っている漢字を文章の中で適切に使
うようにすること。
◎②漢字の由来，特質，構成などについての初歩的
な知識をもつこと。
⑰、送り仮名に注意して書き，また，仮名遣いに注
で漢字が果たしている役割に対する理解を深
め，知っている漢字を文章の中で適切に使うよ
うにすること。
◎⑦仮名及び漢字の由来，特質などについての理解
を深めること。
力送り仮名に注意して書き，また，正しい仮名遣
いで書くこと。
◎④語の構成，変化などについての理解を深めるこ
と。
②表現したり理解したりするために必要な語句の
量を増し，その範囲を広げること。
⑦語感，言葉の使い方に対する感覚などについて
関心を深めること。
｡易しい文語調の文章を読んで，文語の調子に親
しむこと。
◎⑥文の中における助詞，助動詞などの果たしてい
る役割についての理解を深めること。
。(ｼ）語句の由来などに関心をもつこと。
意して正しく書くこと。
④句読点の打ち方，改行の仕方などを適切にして
文章を書くこと。
、表現したり理解したりするために必要な語句の
範囲を広げるようにすること。
◎⑦語感，言葉の使い方に対する感覚などについて
関心をもつこと。
◎、易しい文語調の文章を読んで，文語の調子に親
しむこと。
㈹文章の中における語句が使い方の上でいろいろ
な役割を果たしていることを理解すること。
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⑦表現したり理解したりするために必要な語句に
ついて，辞書を利用する習慣をつけること。
㈹文章全体の中で照応して使用されている語句
相互の関係に注意して読むこと。
た内容のものには（）印を付し，その主な修
正部分には下部に一線を付しておいた。これ
を加えてその特色をあげるならば，次のように
考えることができよう。
（１）新しく付け加えられたもの○
「音声教育」に関するものとしては，１学年
の(イル２学年の(ｲ)「姿勢・ロ形などに注意」，
３学年のけ)・４学年の(ｲ）「適切な音量と速さ」，
５学年の(イル６学年の(ｲ）「抑揚・強弱などに注
意」というように，まだまだ抽象的であるが，
一応系統性を考え，学年を通じての進展を考慮
した配置となっている点は認められよう。
「読彙教育」に関するものとしては，１学年
の目・３学年の(ｳ)「片仮名で書く語の種類を知
る｣，５学年の㈱「漢字の由来・特質・構成」，
１学年の㈹「語句の使い方に関心」・２学年の
(.)「語句の反対の意味，対照的な意味」。３学
年の②「語句には性質の上で類別がある」・４
学年の(ｺﾘ「類別ごとの語句の特質が分る」，４
学年の(ｸ)「語句の組立方を理解」，６学年の㈲
「語の構成・変化の理解」，４学年の㈹・５学
年の防・６学年の(ｽ)「語句を辞書を利用して調
べる」などが見られる。語彙を体系的に見てゆ
こうとした態度が見られ，首肯できるところで
ある。なお，より細心の注意が，学年配当に際
して払われる必要があると考えられる。
「文章教育」の面から見ると，４学年の㈹・
財「文の構成」「初歩的な文章構成の方法を理
解」，５学年の(ｽ)。㈲・(ｿ)，６学年の㈲・(ｿ)な
どが見られ，４学年からの配置となっている。
１学年から提出される「主語・述語」の関係
や，２学年から提出される「指示語・接続語」
の役割をふまえて，「文・文章」の構成を考え
させる方法は，たしかに一理ある展開である。
しかし，一方，考えてふると，学習者にして承
れば，就学時すでに「文単位」の言語活動は十
分に身につけている状態であり，一般的に教材
は，国語科・他教科を問わず，文の形で出てく
るわけである。部分から全体へという形式にと
らわれることなく，部分と全体とは常に相関的
にとらえられるよう配慮すべきではなかろう
⑦文や文章の構成についての理解を深めること。
夕文章を書く目的に応じて敬体と常体とを使い分
けて書くこと。
チ日常よく使われる敬語の使い方に慣れること。
ツ必要な場合には，共通語で話すこと。
(2)－略一
ア文字の形、大きさ配列などに注意して書くこ
と。
イ毛筆を使用して，文字の形，大きさなどに注意
しながら字配りよく書くこと。
＜各学年にわたる内容の取扱い＞
２言語に関する事項については，次のとおり取り扱
うものとする。
（１）言語事項に示す発音，文字及び文法的事項並び
に表現及び理解の能力の基礎となる事項のう
ち，繰り返して学習させることが必要なものに
ついては，特にそれだけを取り上げて学習させ
るように配慮すること。
（２）毛筆を使用する書写の学習は，第３学年以上の
各学年で行い，硬筆による書写の能力の基礎を
養うよう指導し，文字を正しく整えて書かせる
ようにすること。（下略）
上記の各項「アイウ………」に附けられた符
号は次のような意味をもつものである。
○は，今回新しく登場した内容である。
（）は，今回その部分を訂正された内容である
その主な部分は下に－を附した。
◎は，この指導要領において，その学年に始
めて現われた内容であることを示す。
第２学年以後において，この符号の無
いものは，すでに前の学年に同種内容
が存するものである。
煩をいとわず，すべてを掲げたのは，前回第
４回目の指導要領との比較において，その改訂
の方向と性質を明らかにしたかったからに他な
らない。一応，今回の改訂で，新しく登場した
内容のものについては，○印を付したので，そ
の特徴は一覧しうるところであろう。さらに，
これに加えるに，今回の改訂において修正され
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類別ごとの特質。５－サ文章の中の語句の役
割。６－キ語の構成・変化。４－ケ，５－シ，
６－ス語句を辞書で調べる。５－オ漢字の
由来・特質・構成，６－オ仮名・漢字の由来
・特質，６－シ語句の由来。
＜文法＞１－入２．３－サ主語と述語，
主語と述語，修飾語と被修飾語。２．３．４－
八５一ソ指示語や接続語の役割と使い方。
３－力,４－オ活用。３．４－コ語句の係
り方。４－サ，５－ス，６－ソ文の構成の理
解。２．３．４－シ，５．６－セ文と文の接
続，段落相互の関係，文章構成の理解。６－サ
助詞・助動詞の役割の理解。
＜待遇表現＞１．２．３．４－セ敬体と
常体の理解。１．２．３．４一ソ丁寧な言葉
と普通の言葉。５．６－チ日常使う敬語にな
れる。
＜その他＞４－夕，５．６－ツ共通語で
話す。５．６－ケ語感・言葉の使い方の関心
を深める。５．６－コ文語の調子に親しむ。
以上記述してきたように，この内容は，一応
体系化されていると見うるであろう。ただし，
＜その他＞の項に入れた三種類のうち「共通
語」についてはよいとしても，他の二種は「言
語事項」として掲げるには不適当と考えられ
る。この種のものを含む以前に，なお必要とさ
れるものが多を存すると考えられる。
ついで，学年配当に見られる基本的性質とし
て「系統性」はどのように考えられるであろう
か。すべての内容について検討を加える余裕は
ない。とりあえず「音声」と「文法」の分野を
とりあげてふることにする。この両分野は，他
に比して或程度系統性が認められる分野だから
である。
＜音声＞正しい発音について，１年「幼児
音」２年「発音に注意」３年４年「なまりや
癖」５年６年「正しい発音」と配列されてい
る。幼児音・なまりや癖など音の矯正に学年の
配慮は不要である｡早いほど良いに定っている。
発音に注意とか正しい発音とかの表現では，ま
ったく内容が不明である。正しい発音や注意深
力｡。
以上，述べたところは，新しく提出された内
容を主にして，その積極的な面をとりあげたの
である。しかし，一面，５学年の②・６学年の
②として提出された「易しい文語調の文章を読
んで，文語の調子に親しむ」という内容は，そ
の教育上の意義を理解するに苦しむところであ
る。習得すべき漢字数の増加とともにグ風潮と
しての復古調の具現であるとするならば，それ
は百害あって一利なぎ営糸となるであろう。
（２）くりかえしと発展
示された「言語事項」がどのような内容とし
て体系化されているか，また，学年配当という
提出順序の中にどのように系統化されている
か，この二つの課題は重要である。まず，
「内容の体系」は，どのようになっているで
あろうか。
＜音声＞１－ア幼児音を使わぬ。２－ア
発音に注意。３．４－アなまりや癖を直す。
５．６－ア正しい発音。１．２－イ姿勢・
口形に注意。３．４－イ音量と速さ。５．６
－イ抑揚・強弱に注意。
＜文字＞１－ウ平仮名を読承書く。１－
－２．３－ウ片仮名の読承書きと使い方。
１－オ，２．３－エ，４．５．６－ウ漢字字
数の読承書き。１－力，２．３－オ，４．５．
６－二漢字の使い方と役割。４－チローマ
字。５－オ漢字の由来・特質・構成。６－オ
仮名・漢字の由来・特質。
＜送り仮名・仮名遣＞１－キ長音・鋤音
・促音・擁音の表記，Ｉよ・へ．を。２－力は
・へ．を，仮名道。３－カ．４－オ送り仮名
と活用。５．６－力送り仮名と仮名遣。
＜表記法一符号＞１－ク，２．３－キ句
読点。４－力，５－キ句読点と改行。１－ケ，
２．３－クかぎの使い方。
＜語彙＞１－コ，２．３－ケ，４－キ，５
．６－ク語句の量を増す。１－サ語句の意
味や使い方，２－コ語句の反対・対照的な意
味，３－ウ片仮名で書く語，３－コ語句の
類別，４－ク語句の組立方，４－コ語句の
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い発音は，ともかく初学年に集中し，あとは繰
り返してゆくべきであろう。また「姿勢・口形
に注意する」が１．２学年に配置されているこ
とは首肯できる。また「音量と速さ」が３．４
学年に置かれていることも適当であろう。ただ
「抑揚・強弱」が５．６学年に示されている
が，これが「アクセント」を意味しているとす
るならば，この場所は適当とは言えないであろ
う。また，話しの調子として，イントネーショ
ンなどを意味するとすれば，その配置は一応う
なずけるが，表現が適切ではないと言うべきで
あろう。
＜文法＞文法を学ぶうえでの二大要素とし
ての「単語」と「文」の両面から出発し，両者
の相関を通して進展してゆくべきが原則であ
る。この点，「単語」の出発点が不明である。
「語句に関心をもつ」「語句の意味や使い方に
関心をもつ」が１学年におかれているが，以前
にも指摘したところであるが，「語句」という
表現は，「単語」と同等ではない。いまも，６
学年の㈲の項に「語の構成・変化などについて
の理解を深める」と記されている。すくなくと
も，初学年において「もののなまえ」や，「う
ごき」・「ようす」をあらわす「単語」の認識
は必要である。この程度の認識をふまえなけれ
ば，おなじく１学年に示された「は．へ．を・
の使い方」や，「主語と述語との照応」などが
理解できようはずがない。一方，「文」という
まとまりが意識されなければ，「主語と述語と
の照応」や「句点・読点の使い方」が分るとい
うわけにはゆかないのではなかろうか。
また，３年・４年のところで突然「活用」に
気付く（意識する）と出てくるが，それ以前に
「うごきを表わすことば」や「ようすをあらわ
すことば」について，いろいろな言い方がある
こと(語形変化一表現内容の違いに相応する）
を学んでいなければならないであろう。４年の
（．）に言う「語句の役割．係り方を知り，類
別ごとの特質が分かる」とは，「文法的機能や
接続を知り，品詞ごとの性質を知る」意味と理
解できるが，「語句の類別」とはかならずしも
「品詞」と理解される表現ではない。総体とし
て、この表現は「語彙分野」のものとして理解
されているものである。さらに，６学年におい
て「助詞・助動詞の役割を理解する」という項
が姿を見せる。品詞名が姿を表わす最初であ
る。以､前に見られる２．３．４．５学年の「指
示語・接続語」は品詞名ではない。なお「文の
構成」「文章の構成」に関する内容は数多く配
慮されているが，肝心の「文のまとまり」「陳
述性」については，ついに見られない。
Ⅳ－２中学校・高等学校段階
＜中学校＞「言語事項」は，各学年共通。
(1)国語の表現と理解に役立てるため，次の事項につ
いて指導する。
（７）文章の中の意味の切れ目と続き方に注意し，文
章の組立て，段落の役割，段落と段落との接続
関係、文と文との接続関係などを考えること。
《）文の中の意味の切れ目と続き方に注意し，文の
組立て，文の成分の順序や照応，文末の表現な
どを考えること。
ウ語句の組立て，単語の類別，活用などについて
理解するとともに，指示する語句，助詞・助動
詞・接続詞及びこれらと同じようなはたらきを
もつ語句などのはたらきに注意すること。
（ｴ）語句の意味と用法，特に辞書的な意味と文脈上
の意味との関係，慣用句の表す意味，類義語の
意味の違いなどに注意すること。
③語彙を豊かにすること。
⑰話し言葉と書き言葉，共通語と方言，音声と文
字，表記の仕方などについて理解し，また，敬
語の使い方を身につげること。
(2)漢字に関する次の事項について指導する。
ア小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別
漢字配当表に示す漢字の読糸に慣れ，更にその
他の当用漢字を250字ぐらいから300字ぐらい
まで読むこと。
イ学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢
字を書くこと。なお，それ以外に上記アで学習
した当用漢字についても，必要な場合，適切に
用いるように努めること。「
（ア・イの項は，各学年で数字に差がある）
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う。必要な分野を揃えるという体系的たらしめ
ようとした配慮はうなずけよう。ただしその内
容は，あまりにも概略すぎると言わざるをえな
い。（ｲ)は厳密な意味で新出項目ではない。これ
までは「文語文法」「漢文の訓読」という表現
で示された項目である。これを「文語のきま
り」「訓読のきまり」と改めた意図は推量しか
ねるところである。「文語のきまり」の方はよ
いとして，「訓読のきまり」が言語事項として
掲げられるのは，それが存在するのか否かを含
めて問題であろう。「訓読のきまり」について，
「その歴史は古いが,今日の訓読法は徳川期の，
いわゆる文語文法に基づいて慣習化された形態
である。いわゆる置字（者・於・千．乎・而・
也・臭・焉の類),再読文字（将・且・未・宜・
須６当・応。猶の類）のよゑの習得と，返り点
（し点・一二点・上下点の類)の習得によって，
さほどの困難なく読解できる仕掛けになってい
賎１る゜」と解説されているｶﾐ，その「仕掛け」を
「きまり」と同義語というふうには，おそらく
国語学者である解説者は考えてはいないであろ
う。（ｱ)の修正部分は，「表記の仕方」が附加さ
れたところである。これは恐らくは「表記・記
号」を意味するのではなく，別語で言うならば
「修辞法」とでも言うべき内容であろうと推定
される。当然のこととして，高等学校段階とも
なれば，正しい表現を基礎とした「より効果的
な表現」が学習される必要度は高まっているは
ずである。そのことを意図しているとするなら
ば,これは正しい附加項目というべきであろう。
ついで㈹の修正部分であるが，これは従来の指
示に比較すれば，「国語の変遷」「文学史」の
項目が削除されているのである。「言語事項」
であるから「文学史」が消されることは当然と
見ても，「国語の変遷」を抹消したことは理解
しがたい。あるいは，「国語の特質」の中に含
まれていると弁明されるかも知れないが，それ
は積極性の否定であることにおいては同様であ
る。あえて否定的消極的でなければならない理
由は認めがたいところである。さらに，項目と
しては姿を見せないが，従来のものに見られた
＜○印は今回新項目，（）印は部分修正項目＞
ア・イ・エ・力の各修正項目は，さぎの指導
要領では(1)と(2)とに分れていたものを，同一項
目に並記したものがほとんどである。さぎに問
題点として指摘したうち「国語の特質」という
不明確な事項が，今回は姿を消しているのは首
肯できるところであるが，その他の課題ほ一向
に解決されていない。とくに，「小学校段階」
において，比較的多量に改正の方向へ変更が行
なわれていることを考えるとき，「中学校段階」
における，この変化の少さはどうしたわけであ
ろうか。
＜高等学校＞
「国語Ｉ」〔言語事項〕
国語の表現と理解に役立てるため，次の事項につい
て指導する。
（ｱ）文章・文の組立てや語句のはたらき，国語の表
記の仕方などを理解すること。
①文語のきまり，訓読のきまりなどを理解するこ
と。
⑥語句の意味，用法などを理解し，語彙を豊かに
すること。
、当用漢字の読永に慣れ，主な当用漢字が書ける
ようになること。
㈹言語の役割，国語の特質などを理解すること。
〔言語事項〕の指導に当たっては，次の事項に配慮
・するものとする。
ア中学校の指導の上に立って，内容のＡ（表現）
及びＢ（理解）の指導の中で深めるようにする
こと。
（ｲ）文語のきまり，訓読のきまりについては，文章
の読解に即して行う程度とすること。
＜○印は新出項目，△印は部分修正項目＞
「国語Ｈ」・「国語表現」・「現代文」・「古
典」については，とくに「言語事項」の指定は
ない。
中。高の「言語事項」について，若干の検討
を加えることにする。
（坊と(ｪ)は，まったく新しく姿を見せた項目で
ある。従来，語彙・漢字については，何もふれ
て来なかった点の反省から出現したものである
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次の内容は姿を消している。「漢文とわが国の
言語・文学・思想などとの関係にも触れるよう
にする｡｣もし，この示される内容が「漢文学習
の一般的指導事項」であって，「言語事項」と
して特定されるべきものではないとの判断に基
づくものであれば，変化はなかったことになる
であろう。しかし，もし「漢文学習」の本質が
再検討され，その結果として，その意義の認識
に変化を生じた結果の一部であるとするなら
ば，ことは重大である。そして，このことは，
やがて来るべきものであり，避けて通ることの
できない課題であると考えられるものである。
学校段階のそれを記すことにする。
国語を正確に（的確に）理解し（適切
に）表現する能力を高める（身につけさせる）
とともに，国語に対する認識（言語文化に対す
る関心）を深めｂ言語感覚を豊かにし，国語を
尊重する（してその向上を図
る）態度を育てる。
(菫鑿二猟ろ｝内の表現に変えると高等）
「国語科の目標」について見るならば，小学
校・中学校・高等学校にわたって，部分的な単
語の差を存しながら，基本的記述に止め，きわ
めて簡略化されたという点が，今回の特色であ
る。従前のものをここにすべて掲げるわけには
ゆかないが，サンプルとして中学校のものをあ
げて承よう。
生活に必要な国語の能力を高め，国法を尊重する態
度を育てる。
１国語によって思考し，理解し表現する能力と態度
を養う。
２国語による理解と表現を通して,知識を見につけ，
考えを深め，心情を豊かにする。
３国語による伝達を効果的にして社会生活を高める
能力と態度を養う。
４言語文化を享受し創造するための基礎的な能力と
態度を育てる。
５国語の特質を理解させ，言語感覚を豊かにし，国
語を愛護してその向上を図る態度を養う。
小学校のそれが(4)を欠いているほかは，少々
の用語の差違にとどまり，大勢は共通である。
ここに見られるように，「国語によって思考す
る」「心情を豊かに」「社会生活を高める」「言
語文化の享受・創造」などの事項は，やはり
「国語科」としては当然必要なものとして受け
とられて来ており，この間，一定の深まりと蓄
積が進んできていたと考えられる。これらの具
体的な指導目標が，すでに所期の目的を達した
故に不要となったという判断は下しえないあろ
う。これらは，或段階での目標では決してない
と考えられるものである。或は，これら具体的
目標が，何等かの意味で不都合となって来たと
いう理由によって，今回のような概念的表現に
これまで，中学校・高等学校の指導要領が，
今回どのように改訂されたかを，その〔言語事
項〕にしぼって検討を加えた。問題は，このよ
うに局部的に見ることが正しい判断を導き出す
ものでないことは言うまでもないことである
が,－面,部分に対するそれなりの判断は，やは
り必要であろうと考える。あえて〔言語事項〕
という部分に限定して見るならば，総体的に言
って，今回の改訂は，「改正」の名に価するも
のと言いうるであろう。これまでの数度にわた
る改訂の方向において，基本的に破ることの出
来なかった「四領域説」が崩れ，また，「日本
語教育」（言語教育）が，それ自体の体系を具
えながら教育されなければならないという強い
正しい要望が，まずまずの形に近く捉えられて
いるからである。これも,細部に目を配り,或は
体系的・系統的観点からすれば，まだまだ不充
分な問題点は多く存するが，その方向において
は望ましい方向にむけて一歩をふ承出したと判
断してよかろう。このことが，はたして「国語
科」全体の改訂方向と合致するものであるかど
うかを，改めて検討しなければならないのであ
るが，ここでは「日本語教育」に問題をしぼっ
ているところから，全般にわたることは差し控
えて，とりあえず，「国語科の目標」にしぼっ
て一応の検討を加えるにとどめようと思う。す
でに，さきに，小学校段階の「国語科の目標」
は記しておいたので，ここでは，中学校・高等
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なっているか」と題して，現実と背景が分析記
述され，第二部は「日本の教育はどうあるべき
か」と題して，理念と視点が述べられている。
第三部は「日本の教育をどう改めるべきか」と
題して，改革の諸課題が十一の項目にわたって
示されている。全体としては，委員会の名称に
も見られるように「制度改革」を目ざしたもの
であることは言うまでもない。ここでは，教育
制度を視点に据えているわけではないので，第
三部のなかに記されている「教育内容」にかか
わる部分の糸を取り上げておきたい。
まず，「教育課程」を，教科と総合学習と自
治活動の三分野からなるとしている。目新しい陸３分野としてIま「総合学習」力:ある。1950年代に
広く取り沙汰された，単元学習における「大単
元」に類似しているかとも考えられる。つぎに
現行の六・三・三・四の学制に対して，新しい
第一階梯から第四階梯までの区切りを提示して
いる。各階梯を三年単位としているところか
ら，小学校の六年を二分し，第一・第二階梯と
して，中・高をそれぞれ第三・第四階梯として
いると理解できよう。この各階梯（３年間）の
内部にわたる細分を，「教育課程」に関しては
考えず，教育現場の状況に応じた自主性に委せ
たところは，大きな特性と見られよう。
いま，各階梯ごとに示された「国語科」の内
容を見れば，次のとおりである。
＜第一階梯＞
国語科では読承書きの指導を中心とし，話し
聞くの指導は，学校教育のあらゆる場面で積極
的におこなう。文字指導はこの階梯の初期か
ら，すべての子どもに，ひらがな文字を確実に
習得させて，読み書き学力の土台をつくる。こ
のぱあい，日本語の特徴にもとづき「音節法」
による系統的指導が必要である。文法や語いに
ついての指導は，発音・文字指導とむすびつけ
た総合的な学習から出発して，二年，三年とす
すむにしたがい，しだいに分化させていくこと
とする。作文指導は重視し，文章の書き方を教
えるとともに，自然や社会や人間の生活・心理
についての初歩的認識をつちかい，また観察力
改められたのであろうか。これらの目標が不都
合となる事態というものは，平常な状態では考
えられないところである。或は，強い－部の要
請によって存在したはずの「国語の愛護」が
「国語の尊重」と正常化していることと関連が
あることなのであろうか。一抹の不安は，この
目標の変化（概念的表現）が，教育内容の不明
確化，行政指導による内容の規制強化を導き出
す糸口であるとも考えられる点である。万が一
にも，この不安が解消しきれないものであると
するならば，「言語事項」における一定の改正
の方向は，基本的に「改正」ではなく，技術的
内容への偏重を意味するにとどまり，かつて
1940年頃の「国語教育」が「言語教育」を標傍
しつつ暗黒の中を歩んだ道への逆行の危'倶を感
ずるのである。
Ⅳ－３現在の諸課題
1980年代の初頭に，五回目の改訂を行った学
習指導要領における，国語科の目標と言語事項
に関して検討を加えてきた。一方において，戦
後30年間にわたって，これも鋭意研究を積jZA上
げて来た民間の教育研究団体の側においては，
どうであろうか。この面では，やはり，画期的
なものとして，「教育制度検討委員会」の出し
た最終報告をあげなければならないであろう。
これは，1960年７月，第三次案を提出したまま
賎２
中断した「民主教育確立の方針」を受けついだ
ものと解されている。とすれば，すでに十数年
に及ぶ検討が加えられたことになる。「教育制
度検討委員会」は，和光大学学長であり教育学
者として名の高い梅根』悟氏を委員長として，研
究者と教育者のきわめて広汎な協力態勢の下で
検討が加えられたことは，よく知られていると
ころである。1970年12月発足以来，７１年６月第
一次草案，７２年６月第二次案，７３年６月第三次
案と，広く全国的な検討が加えられて，最終報
告が1974年５月に「日本の教育改革を求めて」
と題して発表されたものである。内容は，大き
く三部に分かれ，第一部は「日本の教育はどう
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の欠陥は，１年単位の独自性と反覆性の兼合い
のむつかしさであり，教育現場の状況に応じた
自主的教育の保障の困難さであった。この意味
で３年間を１単位とするこの四階梯の発想は，
この欠陥を克服する一つの方途と考えることが
出来よう。また，一方，小学校六年の一貫教育
は，不合理性とともに有効性も持っていたわけ
であるから，これを両断することから来る困難
点を克服することが大切な課題となることは言
うまでもない。国語科のこれまでの歩承を見る
とぎ，入門期の基礎学力の設定の次に，２．３
・４学年において，いわゆる読永・書きの力を
つけることに重点を置いて来たと見られる。丁
度，この間に,階梯の切れ目を置くことの可否ｊ
或は，その措置から生ずる欠陥の克服の手段が
早急に見出されなければならない。
②音節法。
第一階梯において，文字指導が特に示され，
そこに「音節法」が指示されたことは，当然の
こととして理解されるところであるが，そのあ
とに「文法．ごい」と記されたの承にとどま
り，特徴的な問題指摘すらなされていないこと
は理解しがたいところである。「文法．ごい」
の分野においても，各教育研究団体の成果は，
すでに一定の蓄積をもっており，当然のことと
して，最小限の記述はなされるべきであろうと
考える。たとえば，「文法」については，「文」
と「たんご」の初歩的な単位としての認知から
出発し，両者相互の関連をもちつつ，その「は
たらき」の理解に進むことは，すべての実践家
・研究者の認めるところであろう。すでに，小
学校の一年生段階で，十分に配慮された教授法
によって，文法学習（文の認知と文の成分）が
効果あるものであることが実践によって示され
賎４
てし、ろ。
③系統的指導。
第二階梯において，「日本語についての系統
的指導を行なう」と記されている。この表現は
つぎの第三階梯のところで見られる「日本語文
法についての体系的知識を教授」という記述と
関係をもつものである。「系統的」と言う以上，
・表象力・思考力・想像力などを育てるように
する。
＜第二階梯＞
国語では自覚的に日本語を駆使する能力を育
てるため，日本語について系統的な指導をおこ
ない，同時に科学的説明文や文学作品をもりこ
んだ読本によって読承方教育を充実させる。作
文では，事実に即した認識をふかめるようにす
るとといこ，ねらいのはっきりした，構想力に
富むひとまとまりの文章を書く能力を育てる。
＜第三階梯＞
国語科の教育は，この階梯において完了させ
ることをめざし，その内容と方法の大幅な改善
につとめる。一方で日本語文法についての体系
的知識を教授し，他方で，明治以後の文学作品
を中心として，諸外国の小説・戯曲・評論など
を教材としてえらび,文学の鑑賞に力点をおく。
日本の古典文学については，初歩的にあつか
う。作文では，これまで他教科や学校内外の諸
活動でえた知識や能力を活用しながら，現実的
事物とかかわり，明確な主題をもつ，ひとまと
まりの文章表現をする力を完成に承ちびく。作
文指導の徹底をはかるため，中学校においても
学級担任の教師が自分の学級の国語科を担当で
きるよう，なるべく多くの教師に国語科免許状
（二級）を保持させることが望ましい（古典文
学などでは一級免許状をもった教師が指導にあ
たることが望ましい）。
＜第四階梯＞
国語についていえば選択課程のなかに用意さ
れている国語，文学関係の科目を選択履修する
ものとする。
以上，一見して分るとおり，制度的（ここで
は教育課程としての）改革を目ざす提言であっ
て，教育内容を中心とした叙述ではない。随分
思い切った改革提言であるために，教育内容が
十分に照応してはいない。以下，いくつかの問
題点を検討しておこう。
①四階梯。
六・三・三の学校種別と，さらに学年別とに
わけて，教育内容を配当するという行政上体制
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それは，第二階梯の中だけで成立するものでは
ありえない。当然のこととして，第一階梯から
少くとも第三階梯までの連続と捉えることによ
って，はじめて系統的たりうるむのである。こ
こでは，日本語について，どのような内容（分
野）について指導するのかが記されるべきであ
ろう。日本語の内容（分野）相互間に，教授上
の系統は存在しない。まず,第一階梯において，
音声・文字教育が行なわれ，文法．ごい教育が
初歩的に進められたとするならば，第二階梯に
おいては，とくにとりあげる必要のある系統的
指導の項目は何かという問いに答える記述があ
るべきである。仮りに,答えを用意するならば，
「文法」における,文の成分・文の構造・陳述，
文と文の接続・文章の構造などが考えられよ
う。さらに「ごい」の分野としては，辞書的意
味と分脈の意味や，意味の分化，類義や対比の
関係，和語と外来語，共通語と方言といった観
点が配慮されなければならないであろう。
④第三階梯で完了。
共通教科としての国語科の教育は，第三階梯
で完了させることをめざすとなっている。義
務教育終了時に，一応の完成をめざすことは，
すべての教科に共通のものである。しかし，こ
こで考えられているのは，そのようなことでは
ないようである。やはり，基礎学力という考え
方が，国語科に対して根づよく働いていると見
られるのである。逆説的に言うならば，国語科
独自の果す役割は，他教科の基礎学力を養うほ
かは，それほど大きなものとは考えられていな
いようである。はたしてこの第三階梯までにお
いて，必要にして充分な教育内容を教授しうる
のであろうか。一面において，これまでの国語
科の教材には，それが何故「国語科教材」なの
か理解に苦しむ態のものが存したことは事実で
ある。教材の精選は，いま現に示されたものを
選りすぐれば，それでよいのではなく，「足ら
ざる左補わなければ」充分とは言いえないはず
である。
⑤古典文学。
第三階梯において，「古典文学については，
初歩的にあつかう」とされている。「初歩的に
扱う」という表現が具体的にどのような内容を
予想しているのかが不明のことであり，立ち入
った検討は加えないが，もし，これが古典その
ものを持ち出し，これに触れるというような内
容のものであれば,首肯しがたいところである。
当然，この種の内容は第四階梯における大切な
内容の一つを占めるものであると考えるからで
ある。
⑥選択課程の中の国語。
第四階梯（高等学校段階）における国語が，
いずれも選択課程に位置づけられ，大きく，文
学と国語に分けられている。文学分野が，おそ
らくは，現代日本文学，外国文学，古典文学・
文学史・文学論などを含むものであろうことは
想定しうるところである。これまでの経過から
承て，さらに，その精選がのぞまれるところで
ある。一方，国語分野が，きわめて不明確であ
る。従来とも「現代国語」という名目で，まさ
に雑多な現代文教材が盛り込まれてきた経緯を
考えるならば，よほど注意しなければならない
であろう。この点の中心的内容となるべきもの
と考えられる試案を次に示してふたい。
Ⅳ－４日本語についての科学的知識
く音韻の分野＞
上代特殊仮名遣名称はともかく，上代の日
本語には母音が八種類あり，現代のア・イ・ウ
・エ・オの外に，もう一種類のイ・エ・オが存
在したことを，万葉仮名の表記の区別から知り
うることは大切である。一宇一音表記の万葉歌
を教材とし，簡明な解説文によって，日本語の
母音が上代に，多数から少数へと簡略化の方向
に変化したことを理解させる。
五十音図といろは歌「五十音図」は音節一
覧表という性格をもち，「いろは歌」は音節と
対応する「かな」習得の手本という性格をも
つ。「五十音図」が「孔雀経音義」「金光明最
勝王経音義」「反音作法」「法華経音」「五韻
次第」などに記された形を見ると，行・段の配
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知れば，九種類から五種類への変化は，数の変
化ではなく，①②の性質の明確化という性質が
明らかになる。
陳述単語を基礎に組承立てられた文が，そ
れ自体として，「一まとまりをなす」と考えら
れる。この「一まとまりをなす」働きを陳述と
呼び，それは具体的にどう考えることが，もっ
とも理解し易いかが問題とされている。主だっ
た考え方に次のようなものがある。
①主位観念と賓位観念とを結合統一する思想
の作用の言語的表明であり，用言に寓せられ
る。
、主語・述語を統一する言語主体の判断にこ
れを認める。その存在を助動詞及び用言に伴
う０記号の辞に求め，用言そのものには認め
ない。
⑤用言・助動詞の承でなく，イントネーショ
ンにまで陳述の力があるとし，希望・推量・
命令･質問･疑惑などの表現も陳述と認める。
ｅ思想や事柄の内容目当ての話手の営承であ
る叙述と，言語目当ての働きかけとしての陳
述とを区別し，文完結の機能は終助詞に託さ
れるとする。
⑥陳述に述定（客体的に表現された事柄の内
容についての話手の態度の言い定め）と伝達
（事柄の内容や話手の態度を聞手に伝達する
言語表示）の二種を区分し，陳述は文の末尾
しこの承有するとする。
ほかに，「コソアドことば」「敬語」などを
取りあげることもできる。
列順序に差が見られ，それぞれに「音の性格」
による配列を考えたことが分る。１１世紀初頭の
「五十音図」には，ヤ行のイ・エ,ワ行のウが，
すでにア行のそれと同一表記となっている｡｢い
ろは歌」でも，その前に「たゐにの歌」「あめ
つちの歌」があり，ア行とヤ行のエの区別が消
滅する時期を示してくれる。この項と関連して
「かなづかい」（定家かなづかい・契沖かなづ
かい・現代かなづかい）の本質と歴史を学ぶよ
うに，教材を工夫するのしよいと考えられる。
ハ行子音の変遷原始日本語の'､行の子音は
ｐ音であったといわれる。現在でも沖繩の一部
では「葉」をｐａ「畑」をpatakiと発音してい
る。現在のハ行子音ｈは声門音であり，バ行子
音ｐは両唇破裂無声音，バ行子音ｂは両唇破裂
有声音である。ｐ－ｂは清一油の関係にたち，
ｈ音は調音の位置を異にしている。ｐ→ｆ→ｈ
のハ行子音の変化は，抵抗の少い音への変化と
見ることができる。後奈良院何曽「ちちには一
度もあほず,母には二度あふものくちびる」
を例としてあげるのが興味もあってよいであろ
う。さらに，「ハ行転呼音」（語中語尾のハ行
音がワ行音に変わる）にも触れて，助詞の「は
・へ」の発音と表記のズレを理解させるのがよ
いであろう。
ほかに，「鋤音・促音・擁音」「開合・四つ
仮名」なども取りあげることができる。
く語法の分野＞
動詞の活用動詞は，平安時代には四段・上
一段・上二段・下一段・下二段・力変・サ変・
ナ変・ラ変の九種類の活用形式があった。この
うち奈良時代には下一段活用がない。鎌倉時代
に二段活用が一段化する傾向が見られ，室町時
代にはう変が四段活用になる。江戸時代に入る
と四段活用が五段活用となり，二段活用は一段
活用に変化する。ナ変も五段活用になって，現
在と同じ五種類となる。本来，動詞の活用は，
①母音の変化によるものと②ル・レ・ヨ語尾を
付加するものとの二性質があり，変格活用は，
この二者の混合によるものである。この性質を
＜語彙の分野＞
つなぎことば接続詞・接続助詞の差や，語
・句・文相互の接続という質の異なる機能な
ど，語法の分野に属する問題も含んでいる。一
方,これらの語は次のような性質を持っている。
接続助詞は格助詞からの転成と考えられてお
り，また接続詞も，ほとんどが他品詞からの転
成であると言われる。つまり，古来「つなぎこ
とば」として，日本語の中に生れ育ったものは
ないと考えられている｡その理由は不明である。
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単純な文構造を中心とした上代から，あいまい
な複雑な文構造を尊ぶ中古へ移る時期に，その
必要度が増したものと考えられている。
位相語ことばの位相というのは，ことばが
種灸な事由によって異なった姿を生じている現
象をいう。元来，原始的な社会では単一なこと
ばが用いられていたに違いないが，社会が複雑
に分化するに従って，それぞれの小社会に独特
のことばが生まれ，その小社会内でのみ通用す
るために内部の結束をつよめ，他の社会に対し
ては排他的な働きをするという特殊な性質をも
つようになる。たとえば，①地域的に異なった
社会には，違った方言が行なわれ，②性の相違
からいえば男性語と女性語，③年令の相違から
は幼児語・児童語・成人語・老人語などに分か
れ，④職業の違いからは農工商業，猟師,船頭，
遊女，僧侶，泥棒などの専用語，⑤階級や教養
の特殊な社会としては，宮廷語，武士語，学者
語，通人語，山窩語など，⑥学術・専門の特殊
な社会には，学術語・専門語，⑦戦いや商いで
の縁起を祝う陣中語・忌詞というように，各種
の位相語が行われてきた。また，⑧書く場合と
話す場合，和歌や詩といった，表現様式の違い
からも位相が認められる。
ほかに，「外来語」「漢語構成法」「倭語」
なども取りあげることができる。
定
消
便
断
打
音
（語法）
だ －じゃ，や
ない ん
カッタ，シロクーコーク，シロー
へ一昨日一おととい一
言五
巽薬才旨けりゆび
￣塩辛い－しょっぱい
おとつい
べにさしゆび
からい
言語観言語の本質をどう見るかという見方
をいう。次のように種々のものがある。
①イ言語・思想一体観。
ロ言語は思想伝達の手段とふる。
ハ言語は思想を伝達するだけでなく，思
想を形成するとみる。
②言語は単なる作物ではなく，精神の活動で
あると考え，その活動の面からふる。
③言語の本質はその社会性にあるとする。言
語をパロール（言語活動・個人的行為）とラ
ング（言語・社会的所産）に分けて考える。
④言霊観。未開民族に共通する考え方で，我
国にも古代・中古には強く作用した。
ほかに，「系統論」「国語国字問題」「言語
生活」といった課題が考えられよう。
以上，四つの分野にわけて，「日本語につい
ての科学的知識」の内容を提言して来た。これ
らの諸課題は，いずれも日本語研究の成果とし
て蓄積されたものであり，「国語科」が扱うべ
き独自の内容として，きわめて貴重なものであ
ると考えられる。これらの課題を適切な解説文
によって，高等学校段階の教材たらしめる必要
があると考える。
＜その他の分野＞
方言方言とは，学術的には「同一の国語の
中における地方的な言語の相違に着目した相対
的な呼称」といわれる。また，常識的には「土
着の年輩の人が，家庭内や近所の親しい人たち
同士でくつろいだ場合などで話すことば」とい
うふうに考えられている。各地域方言は，言語
体系全体の様相として把握され，比較検討され
ることが大切である。たとえば，
おわりに
三回にわたって，「日本語教育の問題点」に
ついて叙述して来た。提起した諸問題が，幾分
なりとも解明されるために，今後も努力がつづ
けられる必要がある。いまは，－まず筆をおく
ことにする。(東部方言）（西部方言）
へ母音無声化し易い－丁寧に発音するヱニ
皐一音節語一短かく発音する－長め１１こ発音する
￣アクセントー東京式一京阪式
註１中学校，高等学校「国語科教育法概論」有精
堂Ｓ５４Ｐ､124．
註２第三次案が出された1960年は，全国的に勤評斗
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争がまきおこった時期であり，そのために中断さ
れた。
註３－第一階梯では，「学級や学校,あるいは家庭や
地域でおこった問題のうち’子ども自身が重要だ
と考え，その問題の意味をとらえることのできる
問題」「たとえば全校Ⅱあるいは学級の学芸会で上
：演する劇を共同でつくりあげる過程などは重要な
綜合学習である。」
第二階梯では，「文集や学級ｄ学校新聞の編集な
ども総合学習としてとりあつかう」「公害も平和
・太平洋戦争なども，この階梯なりに主題にする
ことができる。」
註４「小学校一年生の文法指導」深井ほか三名金
大教育学部教科教育研究第11号Ｓ､53.
